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カテゴリ サブカテゴリ 記録単位 出現率
⑴ 報告に関連した未熟さ・不安・緊張 15 42.8
報告時の説明力不足に関連した未熟さ
報告時のスタッフの反応に対する不安・緊張





⑶ 看護援助・観察に伴う時間調整の難しさ 3 8.6
看護援助・観察に伴う時間調整の難しさ
⑷ 男子学生の看護援助に伴う遠慮・疎外感 3 8.6
男子学生の看護援助に伴う遠慮・疎外感




































































































































































⑴ 報告に関連した未熟さ・不安・緊張 6 3 1 3 4
⑵ 看護実践能力不足に伴う焦り・不安・緊張 8 6 0 0 0
⑶ 看護援助・観察に伴う時間調整の難しさ 4 0 0 0 0
⑷ 男子学生の看護援助に伴う遠慮・疎外感 0 1 0 0 3
⑸ 教員と臨床指導者との指導方針のズレに対する戸惑い 1 1 0 0 0
小計 19 11 1 3 7 計
30 11 41
２．選択実習（外来・分娩見学）
⑴ 看護実践能力不足に伴う焦り・不安・緊張 4 2 0 2 0
⑵ 看護援助・観察に伴う時間調整の難しさ 1 1 0 3 0
⑶ 報告に関連した未熟さ・不安・緊張 0 1 0 1 1
小計 5 4 0 6 1 計
9 7 16
３．その他（実習環境・人間関係）
⑴ 現場のスタッフとの関係で感じる不安・緊張 2 4 2 1 7
⑵ 記録物の多さ、体調管理・早起き・通勤により生じる苦労 5 2 1 2 0
小計 7 6 3 3 7 計
13 13 26
注）ストレス対処行動は複数回答とした
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は「友達に話し、解決策を考える」と記された。
⑵ 情動中心型ストレス対処行動
情動中心型ストレス対処行動のうち『諦め』の対処
行動を示したのは、【報告に関連した未熟さ・不安・緊
張】のストレス内容であり、対処行動は「（報告内容が）
しっかり書けていれば大丈夫だと思うが、それに対す
る対処法は特にない」と記された。『行動・感情の抑制』
の対処行動を示したのは、【報告に関連した未熟さ・不
安・緊張】のストレス内容であり、対処行動は「耐え
る」「報告前に深呼吸をする」、【男子学生の看護援助に
伴う遠慮・疎外感】のストレス内容であり、対処行動
は「遠慮がちになった」と記された。
２）選択実習におけるストレス対処行動
選択実習のストレス対処行動は、問題中心型９記録
単位、情動中心型７記録単位に分類され、『諦め』が最
も多く６記録単位、次いで『積極的な問題解決』５記
録単位、『他者からの援助』４記録単位の順であった。
⑴ 問題中心型ストレス対処行動
問題中心型のストレス対処行動のうち『積極的な問
題解決』の対処行動を示したのは【看護能力実践不足
に伴う焦り・不安・緊張】のストレス内容であり、対
処行動は「事前に予習をして頭に入れておく。シミュ
レーションをする」「助産師さんの真似や（産婦の）手
を握るなどした」と記された。『他者からの援助』の対
処行動を示したのは【看護実践能力不足に伴う焦り・
不安・緊張】のストレス内容であり、対処行動は「先
生に相談する」「自分の母親に意見を求める」と記され
た。
⑵ 情動中心型ストレス対処行動
情動中心型ストレス対処行動のうち『諦め』の対処
行動を示したのは【看護援助・観察に伴う時間調整の
難しさ】のストレス内容であり、対処行動は「ひたす
ら待っていた。特に対処なし」「一日だけだし、我慢す
る」と記された。
３）その他（実習環境・人間関係）
その他、実習環境・人間関係のストレス対処行動は、
問題中心型13記録単位、情動中心型13記録単位に分類
され、『行動・感情の抑制』、『積極的な問題解決』が最
も多く７記録単位、次いで『他者からの援助』６記録
単位の順であった。
⑴ 問題中心型ストレス対処行動
問題中心型ストレス対処行動のうち『積極的な問題
解決』の対処行動を示したのは【記録物の多さや体調
管理・早起き・通学により生じる困難】のストレス内
容であり、対処行動は「自宅よりも図書館の方が集中
でき、課題もすすむ」と記された。『他者からの援助』
の対処行動を示したのは【スタッフとの関係で感じる
不安・緊張】のストレス内容であり、対処行動は「家
族や友達に話し共感を得る」と記された。
⑵ 情動中心型ストレス対処行動
情動中心型ストレス対処行動のうち『行動・感情の
抑制』の対処行動を示したのは、【スタッフとの関係で
感じる不安・緊張】のストレス内容であり、対処行動
は「我慢する」「気にしない」と記された。
?．考 察
母性看護学実習場面別に学生のストレス内容と対処
行動を分析した結果、病棟実習、選択実習、その他の
人間関係・実習環境の場面別のストレス内容と対処行
動から、母性看護学特有の実習指導の課題が導き出さ
れた。また、母性看護学に限らず、広く臨床看護学領
域に特有の実習指導の課題が導き出された。以下に、
母性看護学特有の実習指導の課題、臨床看護学特有の
実習指導の課題について、実習場面のストレスの内容
を踏まえて述べる。
１．母性看護学特有の実習指導の課題
【看護実践能力不足に伴う焦り・不安・緊張】は、
病棟実習の場面において受け持ちケースに関連した看
護実践に伴う知識不足やウェルネス思考の看護展開に
伴う理解力不足であり、実習の実践にあたり中心とな
る内容であった。母子を受け持つ病棟実習では、出産
後の母子の経過は生理的経過であるとはいえ、妊娠中
に増加した子宮が妊娠前の状態に回復する退行性変
化、産後の乳汁分泌が始まる進行性変化、出生後の新
生児の胎外生活への適応等、展開が早い。また、母性
看護の対象は、健康レベルが高いことが多く、健康の
保持・増進への看護といったウェルネス思考の看護展
開に加えて、母親になる過程を支援することが求めら
れる。本学母性看護学領域では、学生の実習課題の明
確化と実習への不安軽減を図ることの意義を考え、講
義で学んだ知識と看護技術を実習での看護実践に繫げ
られるようにウェルネス思考に基づく看護過程の展開
と看護技術の演習科目の教授法が検討されている??。
しかし、現在の実習課題と演習では、学生個々の学習
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に委ねている現状があり、実習前の準備段階として十
分とは言い難い。実習前に母性看護に特有の看護実践
に関わる臨床試験を実施する教育機関では、学生の学
習意欲の刺激、看護場面の具体的行動イメージが図ら
れ、看護実践能力を高める効果があることが明らかで
ある??。よって、展開の早い母子の経過を予測し、学生
が実習前に習得した知識と看護技術を実習場面で実践
できるように、現在実施している実習前の事前課題と
演習にOSCE（客観的臨床能力試験）等を導入し、強
化していくことが実習指導の課題と示唆された。
また、【看護実践能力不足に伴う焦り・不安・緊張】
のストレス内容は、病棟実習での受け持ちケースとの
コミュニケーションの場面で「（褥婦の）不安に対して、
自分の受け応えはよかったのか、自分の援助はよかっ
たのか、不安と緊張でいっぱいだった」と記されてお
り、学生は、妊産褥婦とのコミュニケーション能力不
足や看護上の判断能力不足を感じ不安と緊張の情動を
抱いていた。このようなストレスへの対処行動は、自
ら学習を深める『積極的な問題解決』と教員、指導者
からアドバイスを受けるなどの『他者からの援助』の
問題中心型対処行動が中心であった。臨床実習におけ
る学生の助けとなる指導者の働きかけの一つには、学
生の考えや経験を支持することの重要性を指摘してい
る??。一方、実習指導において、学生の看護上の判断困
難の場面における指導者の助けとならない働きかけに
は、学生の考えを尊重しない、アドバイスがない、結
論のみを指示することが指摘されている??。また、母性
看護学実習における看護実践能力に繫がる教員、指導
者からの関わりに関する研究???では、学生は実習指導
者から周産期看護に必要なコミュニケーションスキ
ル、クリティカルシンキングを学び、一方、教員から
周産期看護に必要な知識・技術を学んでいるとしてい
る。よって、妊産婦を多角的に捉えコミュニケーショ
ン能力やウェルネス思考に基づくアセスメント能力を
養えるように学生の考え方や経験を支持することが実
習指導の課題であると示唆された。
病棟実習では、産褥早期の子宮復古や乳房緊満など
の身体的変化の観察、授乳等の看護援助に加えて、産
褥期の母親は出産後の急激なホルモンの変調も影響
し、出産直後の疲労と夜間授乳等の育児の疲労が重な
ることから、心身の状態を把握した決め細やかな心理
的配慮と看護援助が求められる。【看護援助・観察に伴
う時間調整の難しさ】では、このような産褥期にある
母子を受け持ち、教員やスタッフと共に観察や看護援
助が実施されるため、学生は受け持ち母子の状況を判
断し、教員やスタッフと時間調整を図る必要がある。
しかし、学生は必要以上に待ち時間を費やすことや産
後の母親の状況を把握できずに看護援助や観察を見逃
してしまうこともありストレスを感じていた。また、
選択実習において学生は、分娩見学等の多忙かつ緊張
の強いられる場面でストレスと感じていた。このよう
なストレスに対して、受け持ちケースの看護場面での
学生の対処行動は、できる限り計画を修正するなどの
時間調整を図り、見学できなかった観察内容は受け持
ちの褥婦から直接情報を取るなど『積極的な問題解決』
の問題中心型対処行動をとっていた。一方、分娩見学
場面での学生の対処行動は、「ひたすら待っていた。特
に対処なし」という『諦め』の情動中心型対処行動を
とることが明らかとなった。学生が教員やスタッフと
共に看護場面に参加できずに『諦め』の情動中心型対
処行動をとることは、看護場面に教員やスタッフと共
に参加することで得られるコミュニケーションスキル
や看護上の判断の理解に繫がらず、学習効果の低下が
危惧される。看護学実習における教授活動に関する研
究では、実習において指導者が対象の前で教授活動を
する目的の一つに、学生に看護の本質の理解を強化す
ることを挙げている???。よって、学生が産褥早期の母親
の心身の変化を理解できるよう、また、分娩経過を理
解できるよう看護援助、観察の場面に出来る限り教員
やスタッフと共に参加できるように促すことが実習指
導の課題であると示唆された。
また、【男子学生の看護援助に伴う遠慮・疎外感】が
抽出されたことから、羞恥心を伴う妊産褥婦への看護
援助に対して男子学生の立場では受け入れられない状
況や遠慮・疎外感を抱いていることが明らかとなった。
男子学生の母性看護学実習に関する研究???によると、
男子学生が困難と感じる経験の１つに、母性看護特有
のケア見学に関して、衝撃・抵抗感・恥ずかしさを感
じていることを指摘している。また、男子学生が関わ
る妊産褥婦にとっても、羞恥心の配慮や看護の質保障
に向けて、男子学生が関わる看護ケアを説明し承諾を
得た上で教員、スタッフと共に看護実践を行うことの
重要性を指摘している。以上のことから、産褥期の母
親の羞恥心の配慮を重視したうえで男子学生が看護援
助、観察の場面に教員やスタッフと共に参加できるよ
うに配慮することが重要と考える。
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２．臨床看護学特有の実習指導の課題
【報告に関連した未熟さ・不安・緊張】は、病棟実
習および選択実習の場面で学生がストレスと感じた内
容であり、特に病棟実習では全体の約４割を占めてい
た。病棟実習においては、短い受け持ち期間に情報を
整理し、看護計画・実施・評価につなげるため、現場
の指導者からの助言が必要不可欠となる。しかし、学
生は「報告時、上手く説明できずに（指導者に）質問
され、その質問に答えられなかった」と記しており、
母子の状況や現象を理解した上で根拠を踏まえて報告
する能力が未熟なために、報告や質問に答えられずに
不安に陥りストレスの要因となったと考えられた。竹
下??の看護学生の実習に対するストレスに関する研究
では、報告に関連したストレス内容が実習の実践内容
に含まれ、学生は「報告できない、質問に答えられな
い」といったストレスを抱いているとしている。
また、【スタッフとの関わりで感じる不安・緊張】は、
実習環境や人間関係においてストレスと感じた内容で
あり、学生は、慣れない実習環境に緊張し、多忙なス
タッフと関わる中で相談することに躊躇したり、過度
の緊張から不安を感じ、ストレスに陥っていたことが
明らかとなった。このような指導者への報告や相談、
スタッフとの関わりに伴うストレスに対して、学生が
事前に報告内容を整理するなどの『積極的な問題解決』
や、友達や家族に相談して共感を得るなどの『他者か
らの援助』の対処行動をとる一方、スタッフに対する
緊張が強いられる場面では、耐える、我慢する、気に
しないようにするなどの『行動感情の抑制』の情動中
心型対処行動が多くを占めていた。竹下??の看護学生
を対象にした研究では、実習におけるストレス構造の
一つに「スタッフとの人間関係」を挙げ、このような
ストレスは『諦め』と有意な相関があることを明らか
にしている。つまり、臨床現場でスタッフとの人間関
係にストレスを感じる学生ほど、『諦め』の対処行動を
とり、状況に身を任せてしまう傾向にあると指摘して
いる。本研究においても竹下??の研究と同様、報告やス
タッフとの関係性などの人間関係や緊張を強いられる
場面に直面したときに情動中心型対処行動をとる学生
が多くみられた。しかし、情動中心型対処行動をとる
ことは、一時的には不適応状態を回避できるが根本的
な解決にはならず、行動の度に繰り返されストレスが
増強することが危惧される??。実習においては、学生の
考えや経験を支持する指導者からの働きかけが学生の
助けとなる関わりとなり、そのためには、指導者が学
生の関心事を把握し継続的に関わること、学生と共に
考えることが重要であるとしている??。また、実習にお
ける指導者と教員の協働に関しては、指導者と教員が
協働することにより、学生の学習意欲の向上や理論の
実践活用に対する理解の深化等の効果が確認されてい
る???。しかしながら、実際の臨床実習では実習指導の充
実に関する協働は十分でないことが明らかであり、学
生の意思を尊重した指導の重要性を示唆している。本
学の母性看護学実習においても、病棟実習場面では報
告に関連したストレスが多く抽出され、その他の人間
関係ではスタッフとの関係にストレスが多く抽出され
た。このことから、現場のスタッフの関わりが学生の
意思を十分に尊重した関わりとは言いがたく、指導者
と教員が協働を十分にとりながら実習指導の充実を図
る必要があると考えられた。以上より、スタッフとの
関係性で緊張を強いられる報告や相談の場面におい
て、指導者が学生の考え方や経験を支持する働きかけ
がもてるよう、指導者と教員が協働して実習指導の充
実を図ることが実習指導の課題であると示唆された。
【記録物の多さや体調管理・早起き・通学により生
じる困難】は、実習環境のストレス内容のうち、記録
単位の出現率は４割を占めていた。母性看護学実習で
は、週毎に病棟実習、選択実習と課題が異なり、その
都度、事前の準備と課題が求められる。荒川ら??の実習
におけるストレスの研究によると、ストレスに感じた
内容の一つに、記録の多さや記録が終わらずに睡眠不
足や早起きが困難になったことを挙げている。本研究
においても情報の整理やアセスメント能力が不足して
いる学生では、実習時間内に終わらずに自宅での記録
に費やす学習時間が多くなり、睡眠不足から偏った生
活リズムに陥るという悪循環になっていたことが予測
される。実習時間内に出来る限り情報を整理し記録と
してまとめることができるか否かは、学生個々のアセ
スメント能力に左右されると考えられる。よって、日々
のカンファレンスや教員との振り返りの中で学生が意
図的に臨床状況を言語化することによって、受け持ち
ケースに関する情報の整理とアセスメントに繫がると
考えられる。
布佐??は、学生の臨床判断を刺激するのは、学生間、
学生－指導者間の受け持ちケースに関する話し合いや
記録による臨床状況の振り返りと指導者のフィード
バックであると指摘している。よって、日々のカンファ
レンスと振り返りを通して、学生が状況を語る機会を
持つことで疑問や関心を引き出し、他者の意見を聞く
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ことで視点が開き、次の課題の明確化を図るように、
意図的に臨床状況を言語化することを助けることが実
習指導の課題と考える。
?．結 論
本研究では、母性看護学実習の場面毎の学生のスト
レス内容と対処行動を明らかにした。結果、病棟実習
及び選択実習に共通したストレス内容として【看護実
践能力不足に伴う焦り・不安・緊張】【看護援助・観察
に伴う時間調整の難しさ】【報告に関連した未熟さ・不
安・緊張】と病棟実習では他２カテゴリ、その他の実
習環境・人間関係等のストレス内容として【スタッフ
との関係で感じる不安・緊張】【記録物の多さや体調管
理・早起き・通学により生じる苦労】が抽出された。
ストレス対処行動は、問題中心型の『積極的な問題解
決』『他者からの援助』と情動中心型の『逃避』『諦め』
『行動・感情の抑制』に分類された。
以上のことから、以下の実習指導の課題が示唆され
た。母性看護学特有の実習指導の課題としては、１．
展開の早い母子の経過を予測し、実習前に習得した知
識と看護技術を実習場面で実践できるように、学生の
実習前の事前課題と演習を強化する。２．妊産褥婦を
多角的に捉えコミュニケーション能力やウェルネス思
考でアセスメント能力を培えるように、学生の考え方
や経験を支持する。３．母性看護の対象への看護上の
判断と経過の理解につながるように、学生が指導者と
共に看護場面に参加することを促す。また、臨床看護
学特有の実習指導の課題としては、４．学生の指導者
への報告や相談の場面では指導者が学生の考え方や経
験を支持する働きかけがもてるように、指導者と教員
が協働して実習指導の充実を図る。５．学生の実習課
題が明確となるように日々のカンファレンスと振り返
りを通して学生が臨床状況を言語化することを助け
る。
今後は、本研究で明らかにされた母性看護学実習指
導の課題について教育現場および実習施設と連携しな
がら取り組むことが重要であろう。一方で、実習での
達成が困難な課題について、特に学生のアセスメント
能力やコミュニケーション能力の向上を高め、学生
個々の看護技術力、看護判断力の強化、実習への不安
軽減を図るためにもOSCE（客観的臨床能力試験）等
を導入するなど講義・演習の工夫が必要と考えられる。
本研究の対象者は同一大学で実習を修了した学生に
限定されているため、一般化・普遍化に限界がある。
しかし、学生の視点で母性看護学実習におけるストレ
スおよび対処行動が明らかになり、母性看護学実習で
の指導の課題を検討できたと考える。
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